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3．著書 
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察的結果． 日本動物分類学会第 52 回大会（2016 年 6 月 12 日，北海道大学） 

3. 近藤裕介・大塚攻・K Srinui・西川淳：東〜東南アジアにおけるクラゲ類の共生魚類群集と種間関

係について．2016 年日本ベントス学会・日本プランクトン学会合同大会 （2016 年 9 月 8 日，熊本

県立大学） 
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節サンゴモの生育種と分布．日本藻類学会第 41 回大会（2017 年 3 月 23〜25 日，高知大学） 

6. 大隅彰太・多田祐真・上田晃弘・実岡寛文：ナトリウム施肥により生育が促進されるイネ品種の選

抜．第 2 回植物の栄養研究会（2016 年 9 月 2 日から 3 日，名古屋大学） 

7. 渡邉湧也・上田晃弘・実岡寛文：環境ストレス下における植物生育促進細菌 Pseudomonas putida の
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バイオフィルム形成特性．日本土壌肥料学会 2016 年度佐賀大会（2016 年 9 月 20 日から 22 日，佐

賀大学） 

8. 上田晃弘・宗廣理子・藤田貴文・実岡寛文：様々な塩類ストレスがロ－ズグラスの塩類腺からの塩

排出に与える影響．日本土壌肥料学会 2016 年度佐賀大会（2016 年 9 月 20 日から 22 日，佐賀大学） 

9. 大隅彰太・多田祐真・上田晃弘・実岡寛文：ナトリウム施肥により生育が促進されるイネ品種の選

抜．日本土壌肥料学会 2016 年度佐賀大会（2016 年 9 月 20 日から 22 日，佐賀大学） 

10. Chuamnakthong，S．，Kokulan，K．S．，Ueda，A．，Saneoka，H．（2016）：The effects of mild salinity 

and osmotic pretreatment on salt acclimation in rice．2016 年度日本土壌肥料学会関西支部講演会（2016

年 12 月 8 日，メルパルク京都） 

11. Kokulan，K．S．，Osumi，S．，Chuamnakthong，S．，Ueda，A．，Saneoka，H．（2016）：Varietal differences 

in salt acclimation ability of rice．2016 年度日本土壌肥料学会関西支部講演会（2016 年 12 月 8 日，メ

ルパルク京都） 

12. 和崎淳：貧栄養条件で特殊な形状の根を形成する植物．第 2 回植物の栄養研究会（2016 年 9 月 3 日，

名古屋大学） 

13. Dissanayaka，D．M．S．B．，Maruyama，H．，Nishida，S．，Tawaraya，K．，Wasaki，J．：Landrace of 

Japonica rice， Akamai（ Yamagata） exhibits enhanced root growth and efficient leaf phosphorus 

remobilization in response to limited phosphorus availability．日本土壌肥料学会 2016 年度佐賀大会（2016

年 9 月 20 日〜22 日，佐賀大学） 

14. 古谷あゆ美・丸山隼人・佐々木孝行・岡崎圭毅・信濃卓郎・和崎淳：低リン条件で生育の異なるシ

ロイヌナズナ自然系統の根部トランスクリプト－ム解析．日本土壌肥料学会 2016 年度佐賀大会

（2016 年 9 月 20 日〜22 日，佐賀大学） 

15. 森中千映子・西田翔・和崎淳：トマトの低リン耐性変異株のスクリ－ニング．第 112 回日本土壌肥

料学会関西支部講演会（2016 年 12 月 8 日，メルパルク京都） 

16. Obitsu, T., Hosoba, K., El-Sabagh, M., Sugino, T.: Effect of methionine on energy metabolism in sheep with 

ruminal ethanol infusion. 17th AAAP Congress (Fukuoka, Japan, Aug. 22-25, 2016) 

17. Lv, R., Dang, H.L., Obitsu, T., Sugino, T., Kurokawa, Y.: Effect of adding lactic acid bacteria of formic acid 

on functional component in ensiled Italian ryegrass with different fertilizer levels. 17th AAAP Congress 

(Fukuoka, Japan, Aug. 22-25, 2016) 

18. Dang, H.L., Obitsu, T., Sugino, T., Lv, R.: Evaluation of seasonal changes in nutritional properties of kudzu 

silage. 17th AAAP Congress (Fukuoka, Japan, Aug. 22-25, 2016) 

19. Mon, M., Sugino, T., El-Sabagh, M., Shinoda, A., Watanabe, T., Kushibiki, S., Obitsu, T.: Effect of short 

wavelength light on GLP-1 secretion in calves. 17th AAAP Congress (Fukuoka, Japan, Aug. 22-25, 2016) 

20. 小櫃剛人・黒川勇三・杉野利久・近松一朗・田中明良: 搾乳ロボット飼養下での籾米ソフトグレイ

ンサイレージ(SGS)給与が乳生産成績に及ぼす影響. 関西畜産学会第 66 回大会 (2016 年 10 月 6

日、香川大学） 

21. 呂 仁龍・小櫃剛人・黒川勇三・杉野利久: 飼料中飼料源の違いが乳中フィタン酸含量に及ぼす影

響. 日本畜産学会第 122 回大会 （2017 年 3 月 29 日、神戸大学) 

22. Dang Hoang Lam・小櫃剛人・杉野利久・実岡寛文・本田 理・永井秀樹: Nitrogen digestion in sheep fed 

the mixture of ensiled cassava foliage and sweet potato vine.  日本畜産学会第 122 回大会（2017 年 3 月
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29 日、神戸大学） 

23. 杉野利久・大伴清人・松川祥子・上野和俊・吉村幸則・小櫃剛人・磯部直樹：成雌ヤギへの初乳製

剤経口投与がインスリン分泌に及ぼす影響. 日本畜産学会第 122 回大会（2017 年 3 月 28 日、神戸

大学） 

24. 門 真美子・杉野利久・渡辺隆史・篠田晶子・櫛引史郎・小櫃剛人：白色 LED 照明が子牛のメラ

トニン分泌に及ぼす影響 日本畜産学会第 122 回大会（2017 年 3 月 29 日、神戸大学） 


